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危険度 地 形米 被害ポテソシヤル 土　地 利 用
台地面 林　地O 台地斜面 0 草　地裸　地
扇状地・崖錐 畑1 段丘（高位） 1 水　田果樹園
自然堤防・砂堆 疎な集落
2 段丘（低位） 2 （住家点在）
低地内の高い盛土地 工場・学校
台地開析谷底
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図10土浦市周
辺地域の
洪水災害
危険度
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年以降の大きな変化としては，桜川低地を土浦西方において横断する常磐高遼道路と国道6
号土浦バイバスの建設があげられる．これらは排水条件を悪化させる可能性がある．
　土地に関する性質の面的分布を表現する方法としてメッシュマップを使用することは，こ
とさら目を粗くして精度を落とすことになるので，極力避けるべきである．しかしここでは，
複数の要因を組合せて簡易に危険度の判定作業を行いうる一つの方法として採用してみた．
メヅシュ単位で区分するということのために，地形の境界部では不自然な表現になっている
ところがある．メッシュの大きさは基図の縮尺と作業量に基づいて決めたものであって，メ
ッシュをできるかぎり細かくするのが望ましいことは言うまでもたい．
　洪水災害危険度は，〔洪水氾濫危険度〕×〔洪水被害ポテンシャル〕の値がO，1を0，2，
3をI，46を皿，8，9を皿，12をWと5段階で表現した．図10はその結果を示したも
のである・最高の危険度Vは，1日河道，後背湿地および低い湖岸低地に位置する市街地に相
当するところである．これは土浦の市街地の西部（主として国道6号の西側）および南部
（桜川右岸）に分布する．備前川が流れる桜川右岸の低地は内水氾濫の危険が大きい場所であ
って，排水機場が多数設置されている．土浦砂堆および土浦駅付近の高い盛土地は危険度1
に区分した．市街地内の地盤高分布は盛土によって複雑になっているが，それを詳しくは調
査していないので，土浦市街域に関してはおおよその分布傾向を示したにすぎないという
ことになる・金田，栄などの集落は低位段丘上の徴高地に位置しているので危険度は小さく，
徴高地の縁辺部が部分的にIにラソクされているにすぎない．
9．防災上の問題点
　桜川流域において最も問題となる災害は，河口部の低湿地に位置する土浦におげる洪水災
害である．桜川の下流部は改良工事が行われてはいるが，年超過確率1／10の規模の出水に
対処できる程度の工事であるため，洪水氾濫の危険はなおも大きい．市街地の拡大はゆるや
かではあるものの，すでにかなりの住宅が周辺の低湿地に進出Lている．低い土地に居住す
る際には，浸水に強い住居構造でもって備えておく必要がある．霞ヶ浦には水位調節用の水
門が設置されており，また，年超過確率1／100の出水に備える規模の湖岸堤の建設が進行し
ているので，昭和16年のような逆流型の洪水の危険は小さくなっている．低地の周囲には
広大た常陸台地が広がっているので，この台地面の開発，利用をはかるのが，防災上は最も
望ましい．
　土浦以外の主要な低地内集落は，段丘や扇状地などの微高地に立地しているので，水害の
危険はかなり小さい．低位段丘上の徴高地に位置する集落は，昭和13年の大水害のときで
も浸水をまぬがれたところが多かった．洪水の氾濫は基本的には地盤の高さによって規定さ
れるものであるから，低地面の詳Lい地盤高や河床との比高，さらには過去の水害時の浸水
位などを住民は知っている必要がある．
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　桜川の沖積層厚は2～5mとかなり薄い．しかし，N値が0～3という軟弱な泥層が5m
もあるというところでは地震動は増幅されて，沖積層の下位にある礫層に基礎をおいていな
い建物は大きな震動をうげることになる．台地の開析谷底にはきわめて軟弱な有機質土が堆
積しているので，地盤条件は桜川低地よりも悪い．花室川のような大きな開析谷では，N値
○の軟弱層が厚さ10mにも達するところがある．谷を埋土した場所は地盤が悪いので，人
工平担化地を利用する際には1日谷地形を復元してみて，そこが埋土であるか否かを判定する
必要がある．桜川下流域の沖積層には砂質部がきわめて少ないので，土浦砂堆を除き地盤の
液状化の危険は小さいと思われる．
　台地の構成層は，未固結の砂質土とその上にのる厚さ3～4mのローム層および粘土層か
らなるので，比高が大きい急傾斜の崖では頭部の崩落が生ずる可能性がある．土浦市南部の
台地は，局地的に開析が進んでいて，急崖が多くみられる．台地上の凹地では湛水が頻繁に
生ずる．非常に低位の台地である協和台地面を浅く掘り込んでいる幅広い旧流路の凹地では，
内水の湛水の危険がある．
　桜川流域内山地における土砂の生産，移動は，現在のところ穏やかな状態にある．これは
山崩れ，土石流の発生に関係する短時間の強度が大きい雨が近年なかづたことによるところが
大きいと思われる．しかし，花嵩岩質岩石からなる起伏が比較的大きい筑波山，加波山山地
では厚い風化層が形成されているので，豪雨によって崩れやすい素因が存在している．山地
の地形には，かつて大規模な土砂の生産，移動が生じたことが明瞭に残されている・
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